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令和６年２月 市長定例記者会見概要 

 

１ 日  時  令和６年２月20日(火) 午前10時00分～ 

２ 場  所  あわら市役所 203会議室 

３ 進行要領 

 ・第１２０回あわら市議会定例会について 

 ・北陸新幹線芦原温泉駅開業記念イベント「あわら新幹線歓迎会」に

ついて 

・北陸新幹線芦原温泉駅開業記念企画展「きて・みて！あわらのお宝

展」について 

・「福井・石川の家庭に残る蓮如さんのお宝大集合」について 

 

【 司 会 】 

 おはようございます。ただ今から、あわら市長定例記者会見を始めさ

せていただきます。それでは、市長よろしくお願いいたします。 

 

【 市 長 】 

おはようございます。 

２月の下旬に入り、長年の悲願でありました北陸新幹線福井・敦賀開

業までのこり一月を切りました。北陸新幹線芦原温泉駅の開業に向けて

は、にぎわい施設「アフレア」や立体駐車場、東西自由通路、東西交通

広場の整備など、あわら市が一丸となって各種準備を進めてまいりまし

た。 

新幹線の開業は、あわら市にとっての新しいスタートとなります。関

東方面からのアクセスが向上することで、今後多くのお客様があわら市

を訪れることが想定されます。 

市民の皆さまには、あわら市を訪れるお客様に対し積極的におもてな

ししていただき、あわら市の新たなファンの獲得につなげていただきた
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いと思います。 

                                                                                                           

■第１２０回あわら市議会定例会について 

 それでは、２月26日から会期25日間の日程で開催される、第120回あわ

ら市議会定例会に提出予定の主な議案について説明させていただきます。 

今回の定例会では、令和６年度あわら市一般会計予算をはじめ、35議

案の提出を予定しています。 

 

令和５年度一般会計補正予算・令和６年度一般会計当初予算の概要 

 まず、令和５年度一般会計補正予算（第11号）について説明いたしま

す。 

 今回は、15億８千950万７千円を増額し、補正後の予算を180億６千631

万７千円といたしました。 

 歳出については、令和６年能登半島地震関連の支援経費や国補正予算

に伴う土地改良等整備事業費のほか、ふるさとあわらサポート事業、新

幹線開業記念プレミアム付き商品券発行事業、各課における事業費の確

定に伴う不用額の減額、各基金の積立金などを計上しています。 

 能登半島地震関連事業としては、災害復旧に関する予算を補正予算第

（10号）で専決しておりますので、11号補正では、支援に関する事業と

して、なりわい再建上乗せ支援金７千500万円と、宿泊客拡大支援事業補

助金3,000万円を計上しています。 

 一方、歳入については、地方交付税、国県支出金、寄附金、諸収入、

市債、繰越金などの補正を行っています。 

 なお、財政調整基金の状況につきまして、令和５年度末の基金残高は

前年度末から１億２千600万円増の 38億８千万円となる見込みです。 

 このほか、ふるさとあわらサポート基金に７億8千809万５千円を積み

立てることとしています。 
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 次に、令和６年度一般会計当初予算について申し上げます。 

 

令和６年度は、北陸新幹線開業を迎え、首都圏や海外からの来訪者の

増加が期待される中、開業効果を市内全域に波及させていくため、あわ

ら温泉を核とする交流人口増加に向けた施策を実施していくとともに、

竹田川周遊エリアの整備など市民や来訪者の満足度を高める施策に取り

組んでまいります。 

また、子育て世代の負担軽減や市内への流入人口の増加を図るため、

給食費負担軽減事業、移住・定住促進事業などに継続的に取り組むほか、

庁内横断的な政策チームによる提言を踏まえ、人口減少対策、情報発信

強化、ゼロカーボンシティやＤＸなどの関連施策を着実に進めてまいり

ます。 

さらに、能登半島地震による被災状況などを踏まえた地域防災力の見

直しを図り、安全安心なまちづくりに努めてまいります。 

 

 当初予算の総額は、歳入歳出それぞれ154億６千万円で、前年度と比較

して９億６千万円、6.6％の増となりました。 

市が注力して取り組む６つの項目を設定し、予算を配分しております

ので、項目ごとにポイントをご説明いたします。 

 

一つ目の項目は、「新しい出発、まちの活性化をステップアップ」で

す。 

北陸新幹線芦原温泉駅開業を迎え、市内全域に開業効果を波及させる

ため、様々なプロジェクトによる賑わいづくりを推進します。 

主な事業は、観光まちづくり推進体制構築支援事業や、竹田川周遊エ

リア整備事業、北陸新幹線開業プロモーション委託料などで、１億730万

８千円を計上しています。 
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二つ目は、「子どもから高齢者まで市民一人ひとりが輝く、市民が主

役のまちづくり」です。 

子どもから高齢者まで、誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進す

るとともに、教育環境の整備等により子どもの健やかな成長を支援しま

す。また、集落や市民団体による活動をサポートし、市民が主役のまち

づくりを推進します。 

主な事業は、重層的支援体制整備事業や給食費負担軽減事業、集落活

性化支援事業補助金などで、３億１千954万６千円を計上しています。 

 

三つ目は、「人口減少の波に立ち向かう」です。 

人口減少に歯止めをかけるため、結婚から妊娠、出産、子育てに至る

までの継続的な支援など、若い世代が住みやすい環境づくりや、移住・

定住の促進を強化します。 

主な事業は、子どもの遊び場整備事業や結婚新生活応援事業のほか、

人口減少対策チーム提案事業などで、７千349万９千円を計上しています。 

 

四つ目は、「多様な産業、成長を後押し」です。 

産業の振興を図るため、農林水産業や商工業など、地域の特性に応じ

た支援により、働きやすく幸せなまちづくりを推進します。 

主な事業は、中小企業支援緊急資金補給金、夢あるふくいの園芸タウ

ン育成事業補助金などで、１億4千352万２千円を計上しています。 

 

五つ目は、「暮らしの基盤を築く、安全なまちづくり」です。 

道路改良工事や普通河川補修事業などによる集落環境の整備のほか、

能登半島地震による被災状況などを踏まえた地域防災力の見直しを図り、

安全安心なまちづくりを推進します。 

主な事業は、地域防災計画改定業務委託料や中央公民館改修工事、都

市計画マスタープラン改定事業などで、１億4千297万４千円を計上して
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います。 

 

最後の六つ目は、「未来への挑戦、持続可能なまちづくりです。 

ゼロカーボンシティ、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）、

情報発信の強化などの取り組みを進め、未来に向けたまちづくりを推進

します。 

主な事業は、ゼロカーボンシティ推進チーム提案事業のほか、窓口DX

の推進、情報発信戦略チーム提案事業などで、1,827万８千円を計上して

います。 

 

以上が、６つの項目のポイントとなります。 

本市の財政状況は引き続き厳しい状況にありますが、ふるさと納税な

ど財源確保に努め、将来にわたり持続可能な行財政運営に努めてまいり

ます。 

 

一般会計歳入 

次に、一般会計の歳入について説明いたします。 

市税等の自主財源は、73億１千651万５千円で、構成比47.4％、国県支

出金、市債等の依存財源は81億４千348万５千円で、構成比52.6％となっ

ています。 

主なものとしては、まず、「市税」を前年度比１億９千127万７千円、

4.3％減と見込んでいます。 

「分担金及び負担金」では、こども園料、給食費負担金、放課後児童

健全育成事業負担金などで、前年度比１千248万３千円、7.6％の減、「繰

入金」では、財政調整基金が前年度比２億３千万円の増、ふるさとあわ

らサポート基金が前年度比１億９千759万円の増などにより、前年度比５

億５千734万５千円、37.7％の増としています。 

「地方譲与税、各種交付金」では、「定額減税減収補填特例交付金」
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が新設されたことなどにより、地方特例交付金は前年度比１億２千150万

円、592.7％の増を見込んでいます。 

「地方交付税」では、普通交付税が30億円、特別交付税は前年度と同

額の３億８千万円を見込んでいます。 

「国庫支出金」は、デジタル田園都市国家構想推進交付金や防災・安

全社会資本整備総合交付金の増などにより、前年度比５千996万９千円、

3.6％の増となっています。 

「県支出金」は、集落活性化支援事業補助金や新幹線駅タクシー配車

充実事業補助金、夢あるふくいの園芸タウン育成事業補助金の増など、

により前年度比１億７千859万３千円、14.0％の増となっています。 

「市債」は、臨時財政対策債が減となる一方、中央公民館改修事業や

給食センター設備改修事業の増により、前年度比４千380万円、10.3％の

増となっています。 

また、当初予算における財源不足を補てんするため、財政調整基金か

ら12億３千万円を取り崩すこととしています。なお、取崩し後の財政調

整基金残高は26億５千万円となります。 

 

一般会計歳出 

続いて、性質別の歳出について説明いたします。 

歳出は、人件費等の義務的経費が74億５千814万２千円で、構成比

48.2％、物件費等のその他の経費が80億185万８千円で、構成比51.8％と

なっています。 

前年度との比較では、義務的経費が5.3％、その他の経費が7.9％の増

となっています。 

主な増減の内容としては、「物件費」でふるさと納税にかかるシステ

ム利用料、指定ごみ袋作成委託料などの増により、１億３千299万８千円、

6.4％の増、「補助費等」で福井坂井地区広域市町村圏事務組合負担金、

ふるさと納税に係る記念品（返礼品）、夢あるふくいの園芸タウン育成
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事業補助金などの増により、４億９千758万７千円、17.2％の増となって

います。 

また、「普通建設事業費」では、中央公民館改修工事、給食センターの

蒸気設備工事などの増により、１億１千114万４千円、11.7％の増となっ

ています。 

以上が、当初予算の主な内容です。 

 

条例の制定および改正について 

次に、条例の制定および改正について説明いたします。 

今回の条例の改正等については、11議案の提出を予定しています。 

11議案のうち、議案第18号をはじめとする８議案につきましては法律

の改正等に伴う所要の改正を行うものです。 

なお、議案第18号は、地方自治法の一部改正に伴い、令和６年度から

会計年度任用職員に勤勉手当を支給できるようにするための改正、議案

19号は、戸籍法の一部改正に伴い、新たに戸籍（除籍）謄本の広域交付

に係る手数料の追加などの改正を行うものです。 

また、議案第21号、22号、23号、25号、27号、28号については、法令

等の改正に伴う引用条文の条項ずれや名称等の改正を行うものです。 

 

その他の条例に関する議案のうち、議案第20号の「あわら市地域振興

基金条例の一部を改正する条例の制定について」は、平成16年に合併特

例債を原資として設置した地域振興基金について、設置から20年が経過

し、この間に、北陸新幹線芦原温泉駅開業に伴う大型事業の終了や合併

特例債の償還が終了するなど、設置した当時と状況が変化していること

から、基金を活用し実施する事業を拡充するため、基金の設置目的を改

正するものです。 

 

次に、議案第24号の「セントピアあわら条例の一部を改正する条例の
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制定について」は、利用者の利便性向上を図るため、営業時間を延長す

るなどの利用時間及び休館日を改定するものです。 

 

次に、議案第26号の「あわら市空家等の適切な管理に関する条例の制

定について」は、「空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正

する法律」を踏まえ、空き家の適切な管理に係る必要な事項を定めるた

め新たに条例を制定し、「あわら市空家等対策協議会条例」を廃止する

ものです。 

 

公の施設の指定管理者の指定に関するもの 

 次に、公の施設の指定管理者の指定に関するもの２議案について説明

いたします。 

議案第29号の「金津雲雀ヶ丘寮」の指定管理者の指定および、議案第

30号の「老人福祉センター市姫荘」の指定管理者の指定については、地

方自治法第２４４条の２第３項の規定により、二つの施設の指定管理者

に「社会福祉法人あわら市社会福祉協議会」を指定したいため、同条第

６項に基づき議会の議決を求めるものです。 

指定期間については、令和６年４月１日から令和11年３月31日までの

５年間とするものです。 

 

人事に関するもの 

 人事に関するもの５議案について説明いたします。 

まず、議案第31号の「あわら市教育委員会委員の任命について」は、

現教育委員会委員の、宮川千乃（みやがわ ちの）氏が、令和６年５月11

日で任期満了となるため、同氏を引き続き、教育委員会委員として任命

することについて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第

２項の規定により、議会の同意をお願いするものです。 

 



 -9- 

 次に、「あわら市公平委員会委員の選任について」説明いたします。 

議案第32号は、現公平委員会委員の、林 清一郎(はやし せいいちろ

う)氏が令和６年５月10日で任期満了となるため、同氏を引き続き、公平

委員会委員として選任することについて、地方公務員法第９条の２第２

項の規定により議会の同意をお願いするものです。 

 

議案第33号は、 現公平委員会委員の、関 陽子(せき ようこ)氏が令

和６年５月10日で任期満了となるため、その後任として、新たに、北嶋 

由美子（きたじま ゆみこ）氏【下番区】を公平委員会委員として選任

すること、また議案第34号は、現公平委員会委員の、長谷川 忠典(はせ

がわ ただのり)氏が令和６年５月10日で任期満了となるため、その後任

として、新たに、嶋屋 昭則（しまや あきのり）氏【東山区】）を公

平委員会委員として選任することについて、議会の同意をお願いするも

のです。 

 

次に、議案第35号の「人権擁護委員の候補者の推薦について」は、現

人権擁護委員の、西田哲章(にしだのりあき)氏が令和６年６月30日で任

期満了となるため、同氏を引き続き、人権擁護委員候補者として、法務

大臣に推薦することについて、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求めるものです。 

 

以上が、第120回市議会定例会に提出する主な議案の概要です。 

 

■北陸新幹線芦原温泉駅開業記念イベント「あわら新幹線歓迎会」につ

いて 

次に、北陸新幹線芦原温泉駅開業イベントについて申し上げます。 

 市では、３月16日と17日の２日間にわたり、北陸新幹線の開業を市民

や観光客の皆様とともにお祝いするイベント「新幹線歓迎会」を開催い
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たします。 

本イベントは、新幹線の開業効果を広く市内に波及させることを目的

に、「アフレア周辺」と「あわら温泉湯のまち広場」の２会場で実施いた

します。 

 

まず、アフレア周辺におきましては、「ステージイベント」をはじめ、

「グルメホコ天（歩行者天国）」、「近隣市町のＰＲブース」、子どもたち

が楽しめる「ワークショップ」や「はたらくくるま」の展示などを行う

ほか、市内外のキッチンカーなどによるグルメやお土産の販売を行いま

す。 

また、ステージイベントの目玉としましては、「ちはやふる」の人気声

優、瀬戸麻沙美（せと あさみ）さんと、細谷佳正（ほそや よしまさ）

さん、安済知佳（あんざい ちか）さんによるトークショーを行います。

声優さんたちには、「まんじゅうまき」や「サイン入りグッズの抽選会」

なども行っていただく予定です。 

なお、16日には、半年前イベントで好評であった「新幹線歓迎ストリ

ートパレード」を駅前商店街通りで実施いたします。 

 現在、市ホームページにおいて、パレードの参加者を募集しておりま

すので、企業や部活動、スポーツ少年団、太鼓チームなど、多くの皆様

にご参加いただき、歓迎ムードを高めていただきたいと思います。 

 

次に、「あわら温泉湯のまち広場」では、あわら温泉開湯140周年記念

事業とのタイアップ企画として、射的やスマートボールなどの「ゆのま

ち縁日」を行いますので、市民や温泉街を訪れたお客様に楽しんでいた

だきたいと思います。 

また、16日の夜には、あわら温泉開湯140周年記念事業のフィナーレイ

ベントとして、100個のランタンを夜空に浮かべる「アワランタン」を行

います。 
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このアワランタンと縁日につきましては、チャリティーイベントとし

て実施し、売り上げの全額を令和６年能登半島地震の被災地に寄付する

ことになっております。イベントの詳細や各種募集内容につきましては、

お配りのチラシや市ホームページをご覧ください。 

 

 なお、「アワランタン」の後には、同じ会場におきまして500基のドロ

ーンを用いた「スペシャルドローンショー」の開催も予定しております

ので、こちらもぜひお楽しみいただきたいと思います。 

 

ここで、北陸新幹線開業記念イベントとして、１７日に北潟湖畔公園

にて開催を予定しておりました「北潟湖畔花火大会」の延期について、

申し上げます。 

この催しは、北陸新幹線の開業を祝すとともに、市内の観光産業の発

展や賑わいの創出などを目的としておりました。 

しかしながら、元旦に発生した能登半島地震により、北潟地区をはじ

め、あわら市内各地で多くの被害がある状況を鑑み、このまま花火大会

を開催することの是非について、改めて「あわら観月の夕べ実行委員会」

で協議を行っていただきました。その結果、北潟地区をはじめとした地

域の意向も踏まえ、「北潟湖畔花火大会」の開催を延期することが決定

されましたので、ここでお知らせいたします。 

なお、今後の開催時期については、現在のところ未定となっており、

実行委員会において引き続き検討したいと考えております。 

 

■北陸新幹線芦原温泉駅開業記念企画展「きて・みて！あわらのお宝展」

について 

 続きまして、北陸新幹線芦原温泉駅開業記念企画展について申し上げ

ます。 

３月９日より、あわら市郷土歴史資料館において北陸新幹線芦原温泉
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駅開業記念企画「きて・みて！あわらのお宝展」を開催します。 

市内には、国の重要文化財に指定されている「縄文時代のアクセサリ

ーである・けつ状耳飾」や「吉崎御坊跡」をはじめ、県や市の指定文化

財が合計８０件あり、これらはすべて市のお宝です。 

 

今回、北陸新幹線芦原温泉駅の開業を記念して、これらお宝の中から、

あわら市の戦国武将を描いた「武曽信濃守勝融像(むそうしなののかみし

ょうゆうぞう)」をはじめ、普段は公開が難しい１３点と関連資料を展示

しますので、多くの皆様に、あわら市の宝を来て・見て、市の歴史と文

化を感じ、楽しんでいただきたいと思います。 

 

なお、本企画展について、開幕前日の３月８日に、メディア向け内覧

会が行われますので、詳細につきましては郷土歴史資料館にお問い合わ

せください。 

 

■「福井・石川の家庭に残る蓮如さんのお宝大集合」について 

 次に、「福井・石川の家庭に残る蓮如さんのお宝大集合」について申し

上げます。 

北陸新幹線開業と道の駅開駅１周年を迎えるこの春に、本願寺文化興

隆財団主催、あわら市と加賀市が共催で、蓮如上人記念館において企画

展「蓮如さんのお宝大集合」を開催します。こちらも貴重な蓮如上人ゆ

かりの品が展示されることになっております。 

詳細については、この記者会見の後に本願寺文化交流財団の田井野氏

からお話いただきます。 

私からは皆様にお伝えするのは、以上でございます。 

  

【 司 会 】 

それでは、市長の発表が終わりましたので、記者の皆さん方からのご
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質問をお受けしたいと思います。 

 

【 記 者 】 

（質問） 

 

【 司 会 】 

 他に質問ございませんか。 

これで定例記者会見を終わらせていただきます。 

なお、次回の市長定例記者会見は未定となっております。詳細が決ま

り次第改めてご連絡いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は、誠にありがとうございました。 


